
【震災当日の出来事】 

    

●●●●臨月の外出先で被災。一番心配だったのは、もちろんお腹の中の子臨月の外出先で被災。一番心配だったのは、もちろんお腹の中の子臨月の外出先で被災。一番心配だったのは、もちろんお腹の中の子臨月の外出先で被災。一番心配だったのは、もちろんお腹の中の子    

臨月を迎えていた私はその日、当時短期入所していた祖母に会いに、母と当時 4 歳だった

子と 3 人で海沿いの特別養護老人ホームへ行きました。祖母と一緒にテレビの国会中継を

見ていると、突然アラーム音とともに緊急地震速報が現れました。祖母が「これ、なあに？」

と私に訊いたので、その説明をしていたら突然大きな揺れが襲ってきました。 

 

ぐわあん、という感じで揺れるなか、窓外の海沿いの道路も波打っているように見えまし

た。最初の揺れが収まると施設の職員の方が来て、避難誘導を始めました。祖母はスタッ

フに託し、母と子と一緒に避難しました。エレベーターは使えず、4階からの階段を下りる

間、ずっと「今、生まれちゃったらどうしよう……」と考えていました。駐車場へ向かい

ながら、「また大きな揺れが来たら……」と思うと、とても怖かったのを覚えています。 

 

●道路は冠水、帰路も緊張の連続道路は冠水、帰路も緊張の連続道路は冠水、帰路も緊張の連続道路は冠水、帰路も緊張の連続 

母の車で、新浦安に近い自宅へ送ってもらいました。道はひどいありさまでした。下水が

マンホールから溢れ出し、タイヤが半分水に浸かるような状態です。路面の状況もわから

ず、運転していた母は、「道路がものすごくガタガタしている」と言っていました。 

 

自宅のある入船の団地は新浦安の駅前でしたが、近くの大型店から逃げてきた人たちで大

変な混雑でした。交通整理をしていたガードマンに妊婦であることを告げると、混雑をか

きわけて駐車場への入路を確保してくれました。 

 

家の中に入って確認したら大きな被害はなさそうで、ようやく落ち着いてテレビをつけま

した。それまでは家に帰らなくては……という思いに駆られ、詳しいことは覚えていませ

ん。 

 

●情報はママ友から情報はママ友から情報はママ友から情報はママ友から 

主人に電話しようと思ったのは、自宅で一段落してからだったと思います。とにかく大変

すぎて、詳細な記憶が飛んでしまっています。 

 

覚えているのは、団地にある広場スペースに避難してきた人々に対して、大きなメガホン

を使っての誘導指示のアナウンスが聞こえていたこと。それが団地の住民に対するものな

のかわからなかったので、情報はママ友たちとのメールのやりとりで得ていました。 

 

夫は都内の会社に勤務していましたが、帰宅したのはだいぶ遅くなってからでした。歩い

てきたということでしたが、川を渡る幹線道に人が溢れて大混雑だったと言っていました。 

 


